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　平成30年７月31日、中島敏前海上保安庁長官が退任し、岩並秀一新海上保安庁長官が就任しまし
た。現場出身者の長官就任は、佐藤雄二氏、中島敏氏に続き３代連続となります。
　東京都霞が関にある中央合同庁舎３号館共用大会議室においては、海上保安庁長官交代式が行われ、
中島前海上保安庁長官から岩並新長官へと庁旗の引継ぎが行われたほか、前長官、新長官それぞれが
職員に対し挨拶を行いました。新長官就任記者会見では、「中島長官から引き継いだ海上保安体制強
化の方針あるいは各国との連携・協力の道筋を継承し、海上における安全秩序の維持、領域や海洋権
益の保全に向けて、全力を尽くします」と抱負を述べました。

　11月27日から29日までの間、東京（品川プ
リンスホテル）において、世界66の国及び国際
機関等（58カ国、８国際機関等）から海上保安
機関の実務者が参加する「世界海上保安機関実務
者会合」を日本財団と共催しました。
　会合の冒頭では、海上保安庁上原総務部長から

「昨年開催した世界海上保安機関長官級会合を経
て培った世界規模の連携をより深め、本会合が世
界の海上保安機関をつなぐ対話と協力のプラット
ホームとして、さらに発展することを期待してい
る」旨述べました。
　本会合では、「情報共有手法の検討」「海上保安

国際人材育成」、「会合運営ルールの策定」の３つのテーマについて議論を行い、世界をつなぐ新たな
教育や研究の機会及び情報共有システムの構築について具体的な検討を始めることで、実務者レベル
の理解を得られることができました。
　また、この会合で得られた結果を高いレベルで確認し、実現していくため、来年、第２回目となる

「世界海上保安機関長官級会合」を日本で開催することが決まりました。
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会合の様子

世界海上保安機関実務者会合（品川プリンスホテル）

中島前長官から岩並新長官へ庁旗の引継ぎ

海上保安庁総務部長

庁旗を引き継いだ岩並秀一新長官

新長官就任挨拶
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　平成30年7⽉7⽇、佐渡海上保安署の新庁舎
が完成し移転しました。
　新庁舎建設に際しましては、国⼟交通省北陸地
⽅整備局のこれまでの知識・経験・技術が全て注
ぎ込まれ、海上保安庁の要望はもちろん、地域の
特性やニーズについてもきめ細かに具現化され、
⾏政機能、災害応急機能はもとより、周辺地域と
調和した景観形成などにも寄与する施設整備を⽬
指して⼯事が進められてきたものです。

　平成30年5⽉30⽇、新「唐津港湾合同庁舎」
が完成しました。旧唐津港湾合同庁舎は築45年
が経過し、⽼朽化による建替えが、九州地⽅整備
局により実施されたものです。
　佐賀県側が計画する唐津港東港地区における耐
震強化岸壁の整備や緑地及びふ頭⽤地の整備と、
今回の建替え計画の事前調整の中で、佐賀県側か
ら提案された県有地と旧庁舎国有地の交換が実施
されるなど、いくつかの障害を九州地方整備局の
支援・指導を受けながら乗り越えて、無事完成を
迎えることができたものです。
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津波避難階段 身障者用トイレ屋上津波避難スペース エントランスホール

佐渡海上保安署新庁舎 ： 新潟県佐渡市両津夷384番地1

（注）測量船のイメージ図です。
全長約103m、幅約16m、総
トン数約4,000トン、最新の
観測機器を搭載し、海底地形、
地殻変動、海流観測等高度な海
洋調査を行う海上保安庁最大の
測量船となります。

唐津港湾合同庁舎：佐賀県唐津市二夕子3丁目214番地6

　海上保安庁では、海洋情報業務と測量船が行う海洋調査について、広く国民の皆様にご理解と親し
みを持って頂くために平成31年度に新たに就役する大型の測量船の船名を、平成30年５月から６月
の間で一般公募を行ったところ、メール、葉書等を合わせて1,819件もの応募を頂きました。応募頂
いた多数の候補の中で応募数が一番多かったことなどを踏まえ、選考を行った結果、海洋調査を通じ
て、平和な海、平穏な海を目指していくという思いを込めて『平洋（へいよう）』と名付けました。
就役後の平洋は、海底地形調査等の海洋調査に従事し、特に我が国の海洋権益を確保していくという
重要な役割を担っていきます。全国の皆様から多数のご応募を頂きまして有り難うございました。
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　海上保安庁では、将来を担う小中学生の子どもたちに海洋環境について考える機会を提供すること
で海への関心を高め、海洋環境保全思想の普及を図るとともに、海上保安業務への理解の促進を図る
ことを目的として、公益財団法人海上保安協会との共催で「未来に残そう青い海・海上保安庁図画コ
ンクール」を開催しています。
　今年で19回目を迎えた本コンクールには、全国の小中学生から31,800点の応募があり、審査及び
選考の結果、特別賞（国土交通大臣賞）１点、海上保安庁長官賞及び海上保安協会会長賞として各部
門１点の受賞作品が決定しました。また、今回は海上保安制度創設70周年記念として、「海上保安制
度創設70周年記念賞」を設け、受賞作品１点を決定しました。
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特別賞（国土交通大臣賞）
中学生の部 
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 琳
りん

さん
神奈川県 横浜市立中和田中学校 ３年生

海上保安庁長官賞

海上保安協会会長賞

小学生低学年の部　豊
とよ

田
た

 晄
こう

平
へい

さん
徳島県 小松島市立南小松島小学校 ３年生

小学生低学年の部　都
つ

築
づき

 完
かん

輔
すけ

さん
愛知県 常滑市立西浦北小学校 ３年生

小学生高学年の部　大
おお

倉
くら

 和
かず

穂
ほ

さん
佐賀県 唐津市立北波多小学校 ４年生

小学生高学年の部　 友
よりとも

 大
だい

毅
き

さん
京都府 京都市立西院小学校 ６年生

中学生の部　松
まつ

田
だ

 真
ま

優
ゆ

子
こ

さん
愛知県 清須市立新川中学校 ３年生

中学生の部　松
まつ

岡
おか

 理
り

沙
さ

さん
香川県 高松市立桜町中学校 １年生

海上保安制度創設70周年記念賞
小学生低学年の部 

砂
すな

川
かわ

 うたさん
沖縄県 宮古島市立西辺小学校 ３年生
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 特集　灯台150周年記念式典

 灯台が歩んだ
150年の歴史と今
皇太子同妃両殿下がご臨席なされ、灯台150周年を記念する式典を挙行。
海上保安庁が大切に守り続けてきた灯台の伝統の重みを知り、
現代においても海の道しるべとして活躍する灯台の歴史と魅力を探っていこう。
取材・文：鈴木裕太（モメント株式会社）　撮影：長谷川 朗　写真：観音埼灯台
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11
月
１
日
、
日
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初
の
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台
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台
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０
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催
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ラ
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海
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。
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２
４
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台
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史
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明
治
時
代
、
全
国
各
地
に
建
造
さ
れ
た
灯
台

は
約
１
２
０
基
に
及
ぶ
。
現
在
は
、
そ
の
約
半

数
に
あ
た
る
64
基
が
、
航
路
標
識
と
し
て
現
役

で
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
灯
台
は
、
歴
史

的
・
文
化
財
的
に
価
値
が
高
く
、
日
本
に
お
け

る
西
洋
技
術
を
導
入
し
た
建
造
技
術
の
れ
い
明

期
の
産
物
で
も
あ
る
。
海
上
保
安
庁
で
は
、
後

世
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
保
全
作
業
を
行
い
、
そ

の
伝
統
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
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道

な
活
動
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１
５
０
年
と
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う
長
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史
を
紡
い

で
き
た
の
で
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る
。

　
さ
ら
に
１
５
０
周
年
を
記
念
し
て
、
関
係
団

体
と
も
協
力
し
、
全
国
各
地
の
航
路
標
識
等
の

一
般
公
開
や
展
示
会
の
開
催
、
灯
台
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
１
８
、
灯
台
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
も
実
施
し
、
さ
ら
な
る
海
上
交
通
安
全
思

想
の
普
及
や
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
強
化
を

図
っ
て
い
る
。

日本郵便（株）が発行した郵便切
手「灯台150周年」。明治期に建
設された本州・四国・九州の灯
台が可愛らしいイラストで描か
れている。左から観音埼灯台、神
子元島灯台、室戸岬灯台、部埼
灯台、観音埼灯台（初代）が描か
れる
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